
公益財団法人身延山病院 

輸血拒否（宗教上の理由で輸血拒否をする場合も含む） 

される患者さんへ 

 

はじめに 

当院では、2008 年に公表されました宗教的輸血拒否に関する合同委員会報告を参考に、

2026 年 10 月より以下の基本方針に則り、宗教上の理由等による輸血拒否について対応い

たします。何卒ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 

 

 

1、 宗教上の理由等で輸血拒否を希望される患者さんに対して、そのことが理由での診療拒

否はいたしません。 

 

2、 輸血を希望しない患者さんに対し、可能な限り輸血を回避するための努力をいたします

が、生命の危機を回避できない場合は、輸血を行う相対的無輸血*治療を実施いたします。 

 

3、 自己決定が可能な患者さんご本人や、患者さんのご家族（親権者・代理人）に対しては、

当院の基本方針を十分に説明しご理解を得る努力をしますが、同意をいただけない場合

は転院をお勧めいたします。 

 

4、 患者さん等が持参した免責証明書（（療療に関する継続的委任状）等の受理・署名はいた

しません。 

 

5、 輸血以外に救命の手段がないと判断される緊急の場合（救急搬送や入院中の急変など）

には、同意が得られなくても救急のための輸血療法を実施いたします。 

 

 

〇*相対的無輸血とは 

  患者さんの意思を尊重して可能な限り無輸血治療に努力をするが、輸血以外に 

救命手段がない事態に至ったときには輸血を行うという立場・考え方 

 

〇絶対的無輸血とは 

（ （ （ （ （ （ （ 患者さんの意思を尊重し、たとえいかなる事態（生命の危機を回避できない）に 

なっても輸血をしないという立場・考え方 


